History of the Kiso family and regional issues : Ashihara-Kengyo\u27s activities in Edo and Sadao Miyaoi\u27s activities in Shimousa by 久保, 勇 & KUBO, Isamu
一は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在
と
目
的
―
か
つ
て
筆
者
は
、
高
等
学
校
の
国
語
教
科
書
に
お
け
る
｢
木
曾
の
最
期｣
(『
平
家
物
語』
巻
九)
の
採
択
状
況
調
査
(
１)
に
基
づ
き
、｢
こ
の
国
で
最
も
多
く
の
人
間
が
木
曾
義
仲
を
知
っ
て
い
る
期
間
が
こ
の
二
十
世
紀
な
の
か
も
知
れ
な
い｣
と
述
べ
た
(
２)
。
こ
の
状
況
は
二
十
一
世
紀
の
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
(
３)
。
こ
の
よ
う
に
全
国
的
な
規
模
で
、
今
日
に
至
る
約
七
十
年
に
及
ぶ
戦
後
教
育
の
時
間
の
な
か
で
広
く
受
容
さ
れ
た
｢
現
代
の
義
仲｣
と
は
対
照
的
に
、
本
稿
で
は
前
近
代
の
、
地
域
的
に
限
定
さ
れ
、
特
定
の
人
物
ら
に
よ
り
想
起
さ
れ
た
義
仲
に
遡
る
｢
記
憶｣
と
そ
の
文
化
的
営
為
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
る
。
具
体
的
に
は
、
自
ら
を
義
仲
の
末
裔
と
称
し
た
葦
原
検
校
(
源
義
長)
が
、
木
曾
氏
第
十
九
代
末
裔
を
称
し
た
戦
国
武
将
・
木
曾
義
昌
が
没
し
た
下
総
網あじ
戸と
・
東
漸
寺
(
現
・
千
葉
県
旭
市)
に
お
い
て
、
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四)
に
営
ん
だ
｢
木
曾
義
昌
二
百
五
十
年
忌｣
を
対
象
と
し
て
、
関
わ
っ
た
人
々
と
諸
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
本
稿
の
目
的
を
示
せ
ば
、
第
一
に
は
(
史
的
信
憑
性
は
措
く
と
し
て)
自
ら
の
存
在
を
軍
記
の
登
場
人
物
の
系
譜
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
営
み
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
第
二
に
は
文
献
資
料
・
史
跡
・
伝
承
と
い
っ
た
地
域
で
な
さ
れ
た
文
化
創
造
の
基
底
に
あ
っ
た
｢
軍
記
の
記
憶｣
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
第
三
に
は
地
域
の
人
々
が
あ
る
時
期
に
共
有
し
た
｢
軍
記
の
記
憶｣
と
｢
地
域
に
お
け
る
文
化
創
造
の
営
み｣
そ
れ
自
体
の
｢
物
語｣
を
、
地
域
の
〈
歴
史
〉
と
し
て
、
現
代
社
会
で
も
共
有
し
て
(
＝
語
っ
て)
い
く
こ
と
で
あ
る
。
二
義
仲
観
の
変
容
と
葦
原
検
校
源
義
長
に
よ
る
木
曾
氏
追
善
の
営
み
葦
原
検
校
義
長
は
、
木
曾
義
仲
末
裔
で
あ
る
こ
と
を
以
て
、
世
に
出
た
盲
目
の
鍼
灸
医
で
あ
る
が
、
当
時
の
一
般
的
認
識
と
し
て
義
仲
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
周
知
の
通
り
、
義
仲
を
め
ぐ
っ
て
は
『
源
平
盛
衰
記』
(
巻
三
十
五)
に
｢
賊
首
源
義
仲｣
と
あ
る
よ
う
に
、
法
住
寺
合
戦
に
及
び
、
後
白
河
院
に
叛
旗
を
翻
し
た
｢
賊｣
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
こ
の
認
識
は
『
大
日
本
史』
に
も
継
承
さ
れ
て
、
義
仲
は
列
伝
中
｢
叛
臣｣
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
伝
記
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
反
逆
者
と
し
て
の
義
仲
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
近
代
に
入
っ
て
も
少
な
か
ら
ず
継
承
さ
れ
、
雪
冤
を
図
ろ
う
と
す
る
著
述
(
４)
は
、
と
く
に
義
仲
の
出
身
で
あ
る
信
濃
地
域
に
散
見
さ
れ
る
。(
以
降
、
傍
線
久
保)
次
に
世
の
中
で
義
仲
に
對
し
て
最
も
非
難
居
る
こ
と
は
、
義
仲
が
御
所
― ―
                                       
         
を
攻
め
恣
に
朝
臣
を
退
け
或
は
殺
す
な
ど
無
道
の
行
の
あ
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
義
仲
の
一
生
中
最
も
重
い
悪
事
で
あ
つ
て
、
そ
の
罪
は
免
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。〈
中
略
〉
御
所
を
焼
討
ち
に
し
た
こ
と
も
、
始
め
か
ら
こ
ん
な
大
悪
を
考
へ
て
居
た
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
法
皇
が
近
臣
の
奸
言
を
お
き
ゝ
入
れ
に
な
つ
て
、
追
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
か
ら
、
義
仲
と
し
て
は
進
退
き
は
ま
つ
て
此
の
悪
事
を
行
う
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
、
悪
事
を
認
め
つ
つ
、
不
可
避
の
行
動
で
あ
っ
た
と
弁
護
す
る
論
調
は
、
近
代
と
い
う
時
代
、
信
濃
地
域
に
限
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
近
世
期
に
義
仲
の
悪
逆
に
対
す
る
解
釈
が
変
容
し
て
い
く
実
態
は
、
黒
石
陽
子
(
５)
氏
や
鈴
木
彰
(
６)
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
黒
石
氏
は
義
仲
が
登
場
す
る
人
形
浄
瑠
璃
作
品
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
貞
享
ま
で
に
上
演
さ
れ
た
と
さ
れ
る
二
作
品
(『
き
そ
物
か
た
り』
『
信
濃
源
氏
木
曾
物
語』)
は
い
ず
れ
も
都
に
お
け
る
義
仲
の
悪
逆
ぶ
り
を
描
い
た
。
し
か
し
元
禄
期
か
ら
享
保
年
間
に
か
け
て
上
演
さ
れ
た
木
曾
義
仲
を
扱
う
作
品
(『
三
代
四
天
王』
『
加
賀
国
篠
原
合
戦』
『
契
情
我
立
杣』)
で
は
、
都
に
上
る
前
の
上
昇
機
運
に
満
ち
た
時
期
を
描
い
た
り
、
義
仲
が
自
分
の
悪
逆
ぶ
り
を
改
心
す
る
設
定
が
あ
る
な
ど
、
多
様
な
角
度
か
ら
義
仲
を
描
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
｢
元
禄
期
か
ら
享
保
年
間｣
、
す
な
わ
ち
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
め
ご
ろ
ま
で
の
約
半
世
紀
の
義
仲
作
品
に
、
義
仲
の
多
様
な
描
か
れ
方
へ
の
変
化
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
鈴
木
彰
氏
は
天
保
四
年
(
一
八
三
三)
刊
の
『
義
仲
勲
功
図
会』
を
分
析
し
、｢
他
者
と
の
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
関
係
性
の
な
か
で
道
を
失
う
、
被
害
者
と
し
て
の
義
仲
の
姿｣
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
文
学
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
姿
で
あ
れ
、
史
料
的
に
読
み
取
ら
れ
る
人
物
に
関
わ
る
事
蹟
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
理
解
が
時
代
状
況
に
よ
っ
て
変
容
し
て
い
く
の
は
至
極
当
然
だ
ろ
う
が
、
義
仲
像
変
容
の
時
代
状
況
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
右
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
通
り
、
近
世
後
半
期
か
ら
次
第
に
、
文
学
作
品
上
に
お
い
て
義
仲
を
一
方
的
に
批
判
す
る
叙
述
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
抑
え
て
お
き
た
い
。
後
に
検
討
す
る
通
り
、
葦
原
検
校
が
義
仲
末
裔
を
称
し
、
そ
れ
が
公
認
さ
れ
、
一
族
の
菩
提
を
弔
う
営
み
を
継
続
し
た
時
期
と
は
、
黒
石
氏
や
鈴
木
氏
が
指
摘
さ
れ
た
義
仲
観
が
変
容
し
た
時
期
に
当
た
る
。つ
ま
り
、
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四)
三
月
、
下
総
網
戸
殿
玉
山
東
漸
寺
に
お
け
る
木
曾
義
昌
二
百
五
十
年
忌
は
、
人
々
に
叙
上
の
多
様
な
義
仲
観
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
時
期
に
営
ま
れ
、
直
接
の
追
善
対
象
で
あ
る
義
昌
の
先
に
、
家
祖
・
義
仲
の
姿
を
も
追
慕
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
木
曾
義
昌
は
、
義
仲
か
ら
十
九
代
を
称
し
た
戦
国
期
の
武
将
で
あ
る
。
天
正
十
八
年
(
一
五
九
〇)
に
本
拠
地
・
信
濃
国
木
曾
の
地
が
秀
吉
の
勢
力
下
と
な
り
、
義
昌
の
子
・
義
利
が
家
康
か
ら
下
総
国
阿
地
土
一
万
石
を
与
え
ら
れ
て
下
総
の
地
に
移
り
、
文
禄
四
年
(
一
五
九
五)
三
月
に
当
地
に
て
没
し
て
い
る
。
こ
の
義
昌
二
百
五
十
年
忌
の
施
主
と
な
っ
た
の
が
、
木
曾
氏
二
十
七
代
を
称
し
た
葦
原
検
校
源
義
長
(
一
七
九
八
―
一
八
五
七)
で
あ
る
。
義
長
は
、
幕
府
の
医
官
・
奥
医
師
に
ま
で
昇
進
し
た
盲
人
の
鍼
灸
医
で
あ
り
、
そ
の
伝
記
は
医
学
史
研
究
(
７)
に
お
い
て
多
く
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
祖
父
・
義
忠
と
父
・
義
富
は
諸
国
を
遊
歴
し
た
武
芸
者
で
、
江
戸
で
生
ま
れ
た
。
七
歳
で
父
を
失
い
、
自
身
は
麻
疹
で
視
力
を
喪
失
し
て
い
る
(
全
盲
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い)
。
養
母
の
葦
原
姓
を
名
の
り
、
文
化
十
年
(
一
八
一
三)
に
信
州
・
松
代
の
真
田
城
へ
随
従
し
、
二
年
後
に
鍼
術
の
師
・
坂
幽
玄
法
眼
(
奥
医
師)
― ―
         
か
ら
鍼
術
免
許
を
受
け
、
そ
の
後
鍼
術
の
技
術
が
評
価
さ
れ
て
文
政
四
年
(
一
八
二
一)
に
は
検
校
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
名
声
は
江
戸
の
将
軍
家
に
も
伝
わ
り
、
天
保
二
年
(
一
八
三
一)
に
は
将
軍
家
斉
と
家
慶
に
御
目
見
し
、
天
保
七
年
(
一
八
三
六)
に
は
奥
医
師
に
、
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一)
に
は
当
道
座
を
離
れ
寄
合
医
師
に
加
わ
り
、
幕
臣
と
し
て
の
家
督
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
し
て
鍼
術
医
と
し
て
江
戸
で
出
世
す
る
こ
の
間
、
自
ら
の
祖
先
・
木
曾
一
族
の
追
善
を
営
み
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
天
保
三
年(
一
八
三
二)
十
二
月
に
、
義
仲
が
討
死
し
た
粟
津
の
地
・
義
仲
寺
の
｢
朝
日
将
軍
木
曾
源
公
遺
跡
之
碑｣
の
碑
文
を
完
成
さ
せ
(『
木
曾
氏
家
禄』
に
よ
れ
ば
建
碑
は
天
保
五
年
九
月)
、
天
保
八
年
(
一
八
三
七)
八
月
に
義
仲
の
父
・
義
賢
の
石
標
を
武
蔵
国
大
蔵
村
(
東
京
都
世
田
谷
区
大
蔵)
に
建
立
し
、
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四)
に
義
昌
二
百
五
十
年
忌
を
営
む
に
至
る
。
私
財
を
投
じ
て
継
続
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
営
み
は
、
純
粋
な
祖
先
追
慕
の
思
い
か
ら
な
さ
れ
た
ろ
う
が
、
同
時
に
、
江
戸
に
お
け
る
葦
原
検
校
義
長
の
出
世
と
そ
の
身
分
を
保
証
す
る
営
み
だ
っ
た
と
も
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
ま
ず
、
葦
原
検
校
の
出
自
を
｢
何
が
保
証
し
た
の
か｣
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
義
仲
寺
に
今
日
も
建
つ
、｢
朝
日
将
軍
木
曾
源
公
遺
跡
之
碑
(
８)｣
が
注
目
さ
れ
る
。
碑
文
を
担
当
し
た
の
は
大
学
頭
・
林
衡
(
林
述
斎)
で
、
以
下
の
記
述
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
余
始
聞
驚
、
既
而
疑
之
以
為
、
木
曾
氏
之
裔
至
慶
長
而
絶
。
今
得
有
後
乎
。
後
数
日
、
検
校
又
来
出
。
譜
牒
示
之
、
復
申
前
請
。
〈
中
略
〉
記
載
明
備
、
無
一
可
疑
。
余
於
是
始
釈
然
。
木
曾
氏
の
子
孫
は
慶
長
以
降
断
絶
し
て
い
る
は
ず
で
、
後
裔
の
存
在
に
述
斎
が
疑
念
を
抱
い
た
と
こ
ろ
、
葦
原
検
校
が
再
度
来
訪
し
｢
譜
牒｣
を
示
し
た
。
断
絶
し
た
は
ず
の
義
利
以
降
、
義
長
に
至
る
系
譜
の
記
載
が
明
確
で
あ
っ
た
た
め
、
述
斎
の
疑
い
が
解
け
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。｢
譜
牒｣
は
、
家
や
一
族
の
系
譜
を
記
し
た
文
書
や
記
録
を
指
し
、
系
図
・
譜
図
・
氏
文
等
の
体
裁
を
と
る
も
の
で
、
葦
原
検
校
は
自
ら
の
出
自
の
証
拠
文
書
を
提
示
し
て
、
当
時
幕
府
の
系
図
編
纂
事
業
―
『
寛
政
重
修
諸
家
譜』
―
の
主
導
的
立
場
に
あ
っ
た
大
学
頭
・
林
述
斎
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
提
示
さ
れ
た
｢
譜
牒｣
は
、
木
曾
家
代
々
伝
え
ら
れ
た
文
書
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
述
斎
に
疑
念
を
抱
か
れ
た
後
に
そ
れ
が
準
備
さ
れ
た
経
緯
が
、
天
保
五
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
葦
原
検
校
著
『
鍼
道
発
秘』
跋
文
か
ら
知
ら
れ
る
。
跋
文
を
依
頼
さ
れ
た
｢
信
齋
井
田
寛
仁
甫｣
は
、
井
田
赤
城
(
一
七
六
八
〜
一
八
四
二)
の
子
で
漢
学
者
の
井
田
信
齋
で
あ
る
が
、
｢
英
俊
嘗
テ
建
二ツ
碑
ヲ
於
粟
津
一ニ
。
使
三シ
ム
余
ヲ
シ
テ
記
二セ
祖
先
之
事
蹟
一ヲ
焉
。
因
テ
書
シ
テ
為
レ
跋
ト
。｣
と
跋
文
末
尾
に
記
し
て
い
る
。
英
俊
(
＝
葦
原
検
校)
が
粟
津
の
碑
を
建
て
る
に
あ
た
り
、
井
田
信
齋
が
｢
祖
先
之
事
蹟｣
の
執
筆
依
頼
さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
執
筆
さ
れ
た
｢
祖
先
之
事
蹟｣
は
、
｢
大
学
頭
林
衡
製
文｣
と
あ
る
述
斎
の
碑
文
本
文
の
代
筆
で
は
な
く
、
碑
文
を
述
斎
に
依
頼
す
る
に
あ
た
り
必
要
と
な
っ
た
｢
譜
牒｣
を
指
す
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
｢
譜
牒｣
に
記
さ
れ
た
系
譜
の
真
偽
は
措
く
と
し
て
、
大
学
頭
・
林
述
斎
か
ら
そ
の
系
譜
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
碑
文
に
刻
ま
れ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
当
時
の
江
戸
に
お
い
て
、
そ
の
出
自
が
保
証
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
松
浦
静
山
の
『
甲
子
夜
話』
に
は
、
静
山
の
八
十
の
賀(
天
保
九
年)
の
翌
年
に
賀
詞
を
贈
っ
た
｢
林
内
史
以
下
十
四
人｣
の
一
人
―
松
浦
静
山
と
林
述
斎
ら
に
よ
る
江
戸
文
化
人
サ
ー
ク
ル
の
一
員
―
と
し
て
、
葦
原
― ―
         
検
校
の
和
歌
と
漢
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
｢
ゆ
ゑ
有
て
別
懇
の
人｣
｢
又
、
斯
人
は
木
曾
義
仲
の
裔
孫｣
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
日
時
未
詳
の
別
記
事
だ
が
、
以
前
に
静
山
の
肩
の
鍼
術
治
療
に
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
記
載
が
あ
り
、｢
芦
原
は
実
に
木
曾
義
仲
の
後
裔
、
今
擢
で
ゝ
奥
医
と
な
る｣
(
奥
医
師
就
任
の
天
保
八
年
十
一
月
以
降)
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
木
曾
義
仲
の
子
孫
と
公
認
さ
れ
て
以
降
、
幕
府
へ
の
出
仕
は
も
と
よ
り
、
江
戸
の
文
化
人
ら
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
葦
原
検
校
に
と
っ
て
、
祖
先
へ
の
追
善
と
顕
彰
を
実
践
し
続
け
る
こ
と
が
、
木
曾
一
族
の
断
絶
と
い
う
一
般
的
認
識
を
払
拭
し
、
一
族
を
再
興
す
る
方
途
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
義
昌
二
百
五
十
年
忌
に
際
し
て
刊
行
さ
れ
た
歌
集
『
慕
香
和
歌
集』
(
後
述)
の
編
者
を
子
息
・
義
寛
に
託
し
た
の
も
一
族
再
興
の
意
図
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
三
義
昌
二
百
五
十
年
忌
を
描
い
た
宮
負
定
雄
―
説
話
的
叙
述
と
地
域
に
向
け
た
現
実
的
な
叙
述
―
義
仲
六
百
五
十
年
忌
に
あ
た
り
義
仲
寺
に
建
立
さ
れ
た
｢
朝
日
将
軍
木
曾
源
公
遺
跡
之
碑｣
に
、
葦
原
検
校
の
出
自
を
証
す
と
い
う
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
察
し
た
が
、
十
二
年
後
の
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四)
三
月
の
木
曾
義
昌
二
百
五
十
年
忌
を
描
く
に
あ
た
り
、
碑
文
を
前
提
と
し
て
描
く
文
献
(『
下
総
名
勝
図
絵』)
と
、
碑
文
と
の
連
続
性
を
絶
つ
か
の
よ
う
に
描
く
文
献
(『
波
布
は
ふ
り
里
集』)
と
が
存
在
す
る
。
編
著
者
は
何
れ
も
｢
草
莽
の
国
学
者
(
９)｣
と
し
て
知
ら
れ
る
宮
負
定
雄
(
一
七
九
七
―
一
八
五
八)
で
あ
る
。
宮
負
定
雄
( )
は
、
下
総
国
香
取
郡
松
沢
村
(
現
・
千
葉
県
旭
市)
の
名
主
・
宮
負
定
賢
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
文
政
十
三
年
(
一
八
三
〇)
ご
ろ
に
は
名
主
を
継
い
で
い
る
。
父
・
定
賢
が
文
政
二
年
(
一
八
一
九)
平
田
篤
胤
に
入
門
し
、
定
雄
も
同
九
年
に
平
田
門
下
と
な
っ
て
い
る
。『
農
業
要
集』
『
草
木
撰
種
録』
『
民
家
要
術』
な
ど
の
実
用
書
を
は
じ
め
、『
地
震
道
中
記』
『
大
神
宮
霊
験
雑
記』
『
奇
談
雑
史』
『
野
夫
拾
遺
物
語』
な
ど
を
著
し
、
平
田
派
下
総
国
学
の
中
心
的
存
在
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
『
下
総
名
勝
図
絵』
は
、
そ
の
前
身
と
し
て
『
吾
嬬
あ
ず
ま
免め
具ぐ
理り
下
総
國
の
部』
(
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
蔵
。
二
巻
の
内
一
冊
存)
が
あ
り
、
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四)
ご
ろ
か
ら
起
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
川
名
登
氏
( )
は
、
複
数
回
の
改
訂
や
別
本
製
作
を
経
て
、｢
嘉
永
初
年
に
は
一
応
の
定
本
が
完
成
さ
れ
た
ら
し
い｣
と
す
る
。
刊
行
計
画
が
あ
っ
た
も
の
の
実
現
せ
ず
(
後
述)
、
写
本
の
み
が
現
存
し
、
定
本
は
全
七
巻
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
問
題
と
す
る
｢
殿
玉
山
東
漸
寺｣
の
章
を
有
す
る
巻
四
は
、
定
雄
の
自
筆
本
と
さ
れ
る
宮
負
新
一
家
本
(
全
五
巻
・
五
冊)
が
底
本
で
あ
る
。
一
方
、『
下
総
名
勝
図
絵』
巻
四
｢
殿
玉
山
東
漸
寺｣
を
元
に
、
義
昌
二
百
五
十
年
忌
記
事
を
独
立
さ
せ
、
改
訂
再
編
集
(
俳
句
を
多
く
増
補)
を
経
て
、
現
地
で
嘉
永
四
年
(
一
八
五
一)
に
出
板
さ
れ
た
の
が
、
『
波
布
里
集
( )』
(『
木
曾
義
昌
廟
所
図
記』)
で
あ
る
。
『
下
総
名
勝
図
絵』
巻
四
｢
殿
玉
山
東
漸
寺｣
に
お
い
て
、
注
目
さ
れ
る
の
は
以
下
の
説
話
的
内
容
で
あ
る
。
因
て
木
曾
家
重
代
の
武
器
、
此
寺
の
宝
物
と
な
れ
り
。
然
る
に
、
天
保
十
三
年
寅
十
二
月
、
堂
塔
残
ら
ず
焼
亡
し
て
、
宝
物
悉
く
灰
燼
と
な
る
。
そ
が
中
に
、
天
保
三
年
辰
の
と
し
に
木
曾
家
の
末
孫
葦
原
検
校
法
眼
義
長
、
先
祖
朝
日
将
軍
の
六
百
五
十
遠
忌
追
福
の
為
に
江
州
粟
津
に
碑
を
立
て
、
其
の
碑
の
写
を
東
漸
寺
に
納
め
た
り
し
が
、
寅
年
の
火
災
に
其
の
碑
の
写
の
み
焼
け
ず
し
て
灰
の
中
よ
り
出
た
り
。
今
に
宝
物
と
な
り
て
遺
れ
り
。
― ―
         
木
曾
義
昌
の
廟
所
と
な
り
木
曾
氏
の
宝
物
を
収
め
て
い
た
東
漸
寺
が
、
天
保
十
三
年
(
一
八
四
二)
十
二
月
、
火
災
に
遭
い
、
堂
塔
一
宇
も
残
ら
ず
、
什
物
も
灰
燼
に
帰
し
た
と
思
わ
れ
た
が
、｢
朝
日
将
軍
木
曾
源
公
遺
跡
之
碑｣
の
写
し
の
み
焼
失
を
免
れ
た
と
い
う
奇
譚
で
あ
る
。
い
ま
仮
に
｢
碑
文
説
話｣
と
称
し
て
お
く
。
こ
の
記
事
の
後
に
は
｢
朝
日
将
軍
木
曾
源
公
遺
跡
之
碑｣
全
文
が
掲
載
さ
れ
、
義
昌
二
百
五
十
年
忌
に
寄
せ
ら
れ
た
｢
寄
花
懐
旧｣
の
一
連
の
和
歌
等
の
後
(
巻
四
末
部)
、｢
よ
み
人
し
ら
ず｣
と
し
て
｢
木
曾
源
公
の
碑
の
写
し
を
、
網
戸
村
東
漸
寺
に
納
め
て
あ
り
し
を
、
其
み
寺
の
焼
た
る
に
、
灰
の
中
よ
り
焼
ず
出
た
り
と
聞
て
、
よ
め
る
長
歌
并
反
歌｣
が
掲
載
さ
れ
る
。｢
殿
玉
山
東
漸
寺｣
に
は
こ
の
他
に
｢
よ
み
人
し
ら
ず｣
の
｢
木
曾
義
昌
朝
臣
の
城
跡
網
戸
村
東
漸
寺
の
図
を
画
き
て
詠
め
る
長
歌｣
が
あ
る
が
、『
波
布
里
集』
で
は
｢
定
雄｣
詠
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
先
の
｢
木
曾
源
公
の
碑
の
写
し｣
の
長
歌
も
定
雄
詠
と
み
て
間
違
い
な
く
、
定
雄
の
碑
文
説
話
へ
の
創
意
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
先
の
『
下
総
名
勝
図
絵』
の
引
用
部
に
つ
い
て
、『
波
布
里
集』
の
該
当
部
と
比
較
し
て
み
る
。
然
る
に
、
天
保
十
三
年
寅
歳
の
火
災
に
値
て
殿
塔
樓
閣
一
宇
も
残
ら
ず
灰
燼
と
な
り
し
が
、
御
法
流
記
録
過
去
帳
其
外
書
類
等
ハ
不
思
議
に
火
災
を
脱
れ
た
り
。〈
中
略
・
木
曾
氏
系
図
、
東
漸
寺
歴
代
〉
天
保
〈
癸
巳
〉
の
歳
葦
原
家
よ
り
先
祖
朝
日
将
軍
六
百
五
十
歳
の
追
福
を
修
し
て
碑
を
粟
津
に
立
、
其
摺
本
を
当
寺
に
納
む
。
不
思
議
に
寅
年
の
火
災
を
免
れ
て
よ
り
尚
々
秘
蔵
の
品
と
は
□
□
□
(
□
＝
判
読
不
能)
傍
線
部
に
明
ら
か
だ
が
、『
下
総
名
勝
図
絵』
は
碑
文
写
し
の
み
唯
一
焼
か
れ
ず
に
遺
っ
た
と
し
、『
波
布
里
集』
は
東
漸
寺
蔵
の
重
要
文
書
が
焼
失
を
免
れ
、
そ
の
中
に
｢
摺
本｣
が
あ
っ
た
と
な
っ
て
い
る
。『
波
布
里
集』
が
網
戸
村
・
東
漸
寺
檀
家
の
資
財
を
投
じ
て
、
地
域
の
人
々
に
向
け
て
刊
行
さ
れ
た
経
緯
(
後
述)
を
考
慮
す
れ
ば
、
天
保
十
三
年
の
火
災
と
そ
の
後
の
実
態
を
知
る
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
、
現
実
的
な
内
容
(
実
際
は
火
災
時
に
文
書
の
み
持
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う)
に
改
編
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
同
時
に
、
詠
者
・
宮
負
定
雄
の
名
を
伏
せ
て
義
仲
碑
文
説
話
を
詠
む
｢
長
歌
并
反
歌｣
は
、『
波
布
里
集』
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
以
上
か
ら
、『
下
総
名
勝
図
絵』
に
お
け
る
碑
文
説
話
の
意
義
を
考
え
た
い
。
碑
文
説
話
は
、
木
曾
義
仲
六
百
五
十
年
忌
と
木
曾
義
昌
二
百
五
十
年
忌
と
を
、
人
知
を
超
え
た
力
に
保
証
さ
れ
た
｢
木
曾
家
の
末
孫
葦
原
検
校
法
眼
義
長｣
が
主
催
し
た
、
連
続
し
た
営
み
と
し
て
描
出
す
る
た
め
に
必
要
な
装
置
と
し
て
結
構
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
葦
原
検
校
の
描
出
に
つ
い
て
は
、
『
下
総
名
勝
図
絵』
の
既
出
引
用
部
で
｢
木
曾
家
の
末
孫
葦
原
検
校
法
眼
義
長｣
、『
波
布
里
集』
で
は
｢
葦
原
家｣
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
｢
寄
花
懐
旧｣
の
歌
を
列
挙
す
る
直
前
部
分
で
も
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
源
義
長
朝
臣
が
、
み
祖
の
霊
に
手
向
せ
ん
と
て
、
や
こ
と
な
き
雲
の
上
の
あ
な
た
に
も
、
下
さ
ま
の
人
に
も
、
た
か
き
賤
き
隔
な
く
、
寄
花
懐
旧
と
い
ふ
事
を
よ
み
給
ひ
て
よ
と
、
乞
ひ
求
め
て
あ
つ
め
給
へ
る
、
か
ら
歌
倭
歌
(『
下
総
名
勝
図
絵』)
弘
化
元
辰
年
三
月
十
七
日
義
昌
侯
二
百
五
十
回
御
忌
相
当
た
る
に
付
理
趣
三
昧
を
当
寺
に
修
す
同
年
葦
原
家
よ
り
右
玉
山
府
君
御
追
遠
の
哥
合
あ
り
て
一
軸
と
し
当
山
に
納
む
寄
花
懐
旧
の
題
也
(『
波
布
里
集』)
『
下
総
名
勝
図
絵』
は
、
義
昌
二
百
五
十
年
忌
に
際
し
て
葦
原
検
校
個
人
が
｢
み
祖
の
霊｣
を
祀
ら
ん
と
し
、
貴
賤
を
問
わ
ず
歌
を
｢
乞
ひ
求
め
て
あ
つ
め｣
な
さ
っ
た
も
の
と
伝
え
る
。『
波
布
里
集』
で
は
、『
慕
香
和
歌
集』
一
軸
(
後
述)
を
葦
原
家
が
東
漸
寺
に
納
め
た
、
と
い
う
簡
略
な
説
明
に
と
― ―
         
ど
ま
る
。『
下
総
名
勝
図
絵』
が
碑
文
説
話
を
押
し
出
し
、
義
昌
二
百
五
十
年
忌
と
そ
の
前
提
と
な
る
義
仲
六
百
五
十
年
忌
と
が
何
れ
も
人
知
を
超
え
た
力
に
保
証
さ
れ
た
、
葦
原
検
校
の
営
み
と
し
て
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
は
、
江
戸
で
の
出
板
を
見
据
え
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
葦
原
検
校
に
よ
る
何
ら
か
の
依
頼
が
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
定
雄
が
長
歌
を
添
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
雄
に
よ
る
江
戸
の
読
者
の
興
味
を
狙
っ
た
相
応
の
創
意
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
負
定
雄
が
碑
文
説
話
の
よ
う
な
奇
譚
の
創
作
に
、
興
味
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
安
政
三
年
(
一
八
五
六)
の
著
書
『
奇
談
雑
史』
が
参
考
と
な
ろ
う
。
文
字
通
り
の
奇
譚
を
集
成
し
た
―
中
世
で
言
え
ば
説
話
集
―
体
を
成
し
て
い
る
が
、
佐
藤
正
英
氏
( )
は
｢
和
歌
に
関
わ
る
奇
異
し
い
出
来
事
の
説
話
は
、
各
巻
に
意
図
的
に
配
置
さ
れ
て
い
て
、
三
十
話
に
達
す
る
。
和
歌
に
関
わ
る
説
話
の
多
く
は
前
代
の
文
献
か
ら
の
抄
出
で
あ
っ
て
、
出
来
事
の
当
事
者
が
堂
上
貴
族
で
あ
る
点
で
も
『
奇
談
雑
史』
の
な
か
で
は
異
色
で
あ
る｣
と
指
摘
す
る
。
三
十
話
の
和
歌
説
話
の
う
ち
八
話
( )
が
『
源
平
盛
衰
記』
か
ら
の
抄
出
で
、
定
雄
の
軍
記
に
関
す
る
知
識
の
豊
富
さ
と
奇
譚
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
蛇
足
に
な
る
が
、
安
政
二
年
(
一
八
五
五)
三
月
の
著
書
『
地
震
道
中
記』
に
は
、｢
一
義
仲
寺
ハ
朝
日
将
軍
木
曾
殿
の
墓
所
也
、
木
曾
八
幡
宮
有
此
處
、
芭
蕉
翁
の
墓
あ
り｣
と
の
記
載
が
あ
り
、
以
降
は
芭
蕉
と
門
下
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
が
、
碑
文
そ
の
ま
ま
の
｢
朝
日
将
軍｣
の
称
を
定
雄
が
用
い
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
四
義
昌
二
百
五
十
年
忌
を
め
ぐ
る
出
板
の
問
題
―
交
錯
す
る
江
戸
と
下
総
の
出
板
事
業
―
本
節
で
は
義
昌
二
百
五
十
年
忌
を
承
け
て
、
出
板
さ
れ
た
二
書
と
そ
れ
に
至
ら
な
か
っ
た
一
書
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
前
二
書
と
は
、
二
百
五
十
年
忌
に
合
わ
せ
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四)
春
に
出
板
さ
れ
た
『
慕
香
和
歌
集』
、
『
下
総
名
勝
図
絵』
巻
四
を
抜
粋
・
改
訂
し
て
嘉
永
四
年
(
一
八
五
一)
東
漸
寺
蔵
版
に
て
板
行
さ
れ
た
『
波
布
里
集』
を
指
し
、
後
者
は
既
に
触
れ
て
き
た
宮
負
定
雄
の
『
下
総
名
所
図
絵』
で
あ
る
。
三
書
は
相
互
に
絡
み
合
っ
た
事
情
を
有
し
て
い
る
。
ま
ず
成
立
事
情
が
明
確
な
『
慕
香
和
歌
集』
の
書
誌
か
ら
確
認
す
る
。
写
本
と
し
て
巻
子
の
東
漸
寺
蔵
本
が
伝
わ
る
が
、
原
本
と
嘉
永
四
年
頃
増
補
さ
れ
た
二
本
が
現
存
し
(
後
述
、
写
本
未
調
査)
、
板
本
は
齋
藤
(
藤
原)
彦
麿
序
｢
天
保
十
五
年
の
春
な
ゝ
そ
ち
あ
ま
り
七
つ
に
な
り
ぬ
れ
と
病
を
し
ら
ぬ
す
く
よ
か
な
る
お
き
な
藤
原
彦
麿｣
、
木
曾
義
寛
跋
文
｢
天
保
甲
辰
姑
洗
木
曾
義
寛｣
、
刊
記
は
｢
宮
越
堂
蔵
板
／
天
保
十
五
年
春
／
大
坂
書
林
河
内
屋
喜
兵
衛
／
秋
田
屋
太
右
衛
門
／
江
戸
書
林
和芝神
明
前泉
屋
吉
兵
衛｣
と
あ
る
初
版
と
無
刊
記
の
後
刷
が
現
存
す
る
。
内
容
は
二
百
五
十
年
忌
に
｢
寄
花
懐
旧｣
と
い
う
題
で
詠
ま
れ
た
和
歌
一
八
二
首
・
漢
詩
九
首
・
俳
句
四
句
で
あ
る
。
本
和
歌
集
収
載
歌
が
、『
下
総
名
勝
図
絵』
巻
四
に
整
理
再
録
さ
れ
、
『
波
布
里
集』
に
も
継
が
れ
て
い
る
。
板
本
な
が
ら
十
本
に
満
た
な
い
現
存
状
況
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
本
歌
集
は
少
部
数
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、『
追
加
市
中
取
締
類
集
書
物
錦
繪
之
部
一
( )』
(
国
立
国
会
図
書
館
蔵)
所
収
の
｢
嘉
永
三
年
正
月
町
年
寄
伺
書｣
に
よ
り
再
版
の
一
部
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
書
訓
蒙
輯
疏
外
壹
品
賣
弘
願
奉
伺
候
書
付
／
舘
市
右
衛
門
〈
中
略
〉
一
慕
香
和
歌
集
壹
冊
芝
三
嶋
町
／
又
右
衛
門
店
／
同
／
(
和
泉
屋)
／
同
吉
兵
衛
― ―
         
寄
合
醫
師
／
蘆
原
玄
道
蔵
版
但
、
弘
化
三
午
年
閏
五
月
中
改
濟
之
旨
、
右
書
物
學
問
所
改
濟
蔵
板
之
處
、
此
度
夫
々
／
願
人
方
江
引
受
賣
弘
申
度
旨
、
學
問
所
改
判
有
之
／
元
本
差
出
、
御
差
圖
奉
伺
候
、
右
、
依
之
差
出
候
慕
香
和
歌
集
草
稿
壹
冊
・
同
摺
立
／
本
壹
冊
〈
下
略
〉
初
版
刊
記
に
は
｢
宮
越
堂
蔵
版｣
と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
｢
蘆
原
玄
道
蔵
版｣
と
な
っ
て
お
り
、
葦
原
検
校
に
よ
り
宮
越
堂
か
ら
板
木
買
取
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
右
の
売
弘
願
の
四
年
前
の
弘
化
三
年
(
一
八
四
六)
五
月
に
｢
改
済｣
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
お
り
、
初
版
か
ら
二
年
後
に
は
買
取
が
お
こ
な
わ
れ
、
再
版
へ
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
状
況
と
『
慕
香
和
歌
集』
収
載
歌
を
再
録
す
る
『
下
総
名
勝
図
絵』
出
板
の
動
向
と
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
川
名
登
氏
( )
は
、
『
下
総
名
勝
図
絵』
の
制
作
・
出
板
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
何
度
か
書
き
改
め
ら
れ
、
編
成
替
が
な
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
別
本
が
作
ら
れ
た
が
、
嘉
永
初
年
に
は
一
応
の
定
本
が
完
成
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
こ
の
書
の
出
版
が
江
戸
で
計
画
さ
れ
た
。
嘉
永
四
(
一
八
五
一)
年
と
推
定
さ
れ
る
定
雄
よ
り
鏑
木
村
の
平
山
正
蔵
・
忠
兵
衛
の
両
人
に
宛
て
た
書
状
に
、〈
中
略
〉
と
あ
る
。
佐
原
村
伊
能
穎
則
の
紹
介
で
、
江
戸
本
町
三
丁
目
の
和
泉
屋
善
兵
衛
が
出
版
を
引
請
け
る
こ
と
と
な
り
、
嘉
永
三
年
の
冬
に
は
草
稿
本
を
渡
し
て
い
る
。
〈
中
略
〉
こ
の
よ
う
に
万
全
の
体
制
を
も
っ
て
出
版
に
当
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
事
情
か
ら
か
つ
い
に
刊
行
は
実
現
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
下
総
名
勝
図
絵』
刊
行
準
備
が
本
当
に
｢
万
全
の
体
制｣
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
考
え
得
る
の
は
幕
府
―
実
務
的
に
は
昌
平
黌
―
に
よ
る
改
め
(
検
閲)
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
よ
り
や
や
以
前
、
昌
平
坂
学
問
所
の
大
学
頭
・
林
述
斎
が
平
田
篤
胤
の
学
問
を
批
判
( )
し
、
天
保
七
年
(
一
八
三
六)
か
ら
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九)
末
ま
で
、
篤
胤
著
作
物
に
対
す
る
出
板
規
制
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
述
斎
は
天
保
十
二
年
に
、
篤
胤
は
天
保
十
四
年
に
そ
れ
ぞ
れ
没
し
て
い
る
が
、『
下
総
名
勝
図
絵』
に
は
｢
神
代
文
字｣
の
挿
絵
等
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
平
田
篤
胤
門
下
・
気
吹
舎
い
ぶ
き
の
や
に
名
を
連
ね
、
国
学
者
・
宮
負
定
雄
の
著
作
が
問
題
視
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
巻
四
｢
娼
妓
遊
場｣
｢
本
城
娼
家｣
な
ど
の
風
俗
描
写
に
問
題
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
川
名
氏
が
注
目
し
た
定
雄
か
ら
の
書
状
( )
は
(
嘉
永
四
年)
十
月
十
二
日
の
日
付
な
の
で
、
刊
行
途
絶
は
そ
れ
以
降
に
な
る
が
、
こ
れ
以
前
に
『
下
総
名
勝
図
絵』
巻
四
と
重
複
す
る
内
容
を
伝
え
る
『
波
布
里
集』
(『
木
曾
義
昌
廟
所
図
記』
、
跋
文
は
嘉
永
四
年
三
月)
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
の
地
で
｢
売
弘
願｣
が
受
理
さ
れ
た
『
慕
香
和
歌
集』
が
、
嘉
永
三
年
以
降
に
無
刊
記
で
再
版
さ
れ
た
の
は
現
存
本
か
ら
明
ら
か
だ
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
葦
原
検
校
は
下
総
の
地
に
お
け
る
『
波
布
里
集』
刊
行
に
も
関
与
し
て
い
る
。
大
浦
宏
勝
氏
( )
が
調
査
し
た
『
木
曽
氏
家
禄』
(
嘉
永
四
年
十
月)
か
ら
知
ら
れ
る
『
波
布
里
集』
刊
行
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
嘉
永
四
年
(
一
八
五
一)
下
総
国
網
戸
村
役
人
・
与
五
右
衛
門
と
東
漸
寺
檀
中
世
話
人
・
六
郎
兵
衛
の
連
名
で
葦
原
玄
道
宛
に
書
状
が
届
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
①
網
戸
に
て
編
纂
し
た
｢
定
雄
編
木
曾
殿
御
旧
誌
之
巻｣
の
詩
歌
加
入
の
分
を
、
葦
原
家
に
添
削
し
て
も
ら
い
定
雄
に
渡
し
た
こ
と
、
②
都
合
二
百
冊
ば
か
り
製
本
し
た
が
、
雑
費
も
相
当
掛
か
り
借
金
し
た
こ
と
、
③
『
慕
香
和
歌
集』
一
軸
に
対
し
、
そ
の
後
追
加
し
た
詩
歌
も
新
た
に
巻
物
一
軸
と
し
た
た
め
、
積
立
金
も
不
足
― ―
         
し
て
お
り
、
右
｢
定
雄
編｣
の
彫
刻
料
を
助
成
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
出
版
さ
れ
た
の
が
『
木
曾
義
昌
廟
所
図
記』
と
外
題
さ
れ
た
本
で
あ
る
。
『
波
布
里
集』
は
当
初
『
木
曾
殿
御
旧
誌
之
巻』
と
称
さ
れ
、
葦
原
家
が
詩
歌
部
分
を
監
修
し
、
宮
負
定
雄
が
編
者
と
な
り
編
纂
さ
れ
、
そ
の
出
板
資
金
は
網
戸
村
と
東
漸
寺
檀
家
の
積
み
立
て
で
賄
わ
れ
た
が
、
そ
れ
も
底
が
尽
き
て
葦
原
検
校
に
援
助
を
求
め
て
い
る
。
葦
原
検
校
は
『
慕
香
和
歌
集』
の
江
戸
に
お
け
る
再
版
を
企
て
た
の
と
同
時
期
に
、
か
つ
て
義
昌
二
百
五
十
年
忌
を
営
ん
だ
網
戸
の
地
、
東
漸
寺
に
お
け
る
宮
負
定
雄
編
に
か
か
る
『
木
曾
殿
御
旧
誌
之
巻』
出
板
に
も
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
下
総
・
網
戸
と
い
う
｢
地
域｣
の
記
憶
を
『
波
布
里
集』
と
い
う
書
物
と
し
て
遺
そ
う
と
し
た
地
域
の
人
々
の
営
み
と
、
自
ら
の
｢
先
祖｣
の
記
憶
を
江
戸
と
下
総
で
遺
そ
う
と
し
た
葦
原
検
校
の
営
み
と
が
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
嘉
永
四
年
春
ご
ろ
、
こ
れ
ら
の
出
版
事
業
が
一
段
落
し
た
の
ち
、
宮
負
定
雄
は
『
吾
嬬
免
具
理
下
総
國
の
部』
(
弘
化
初
年
起
筆
？)
か
ら
約
五
年
の
月
日
を
費
や
し
て
完
成
さ
せ
た
『
下
総
名
勝
図
絵』
全
巻
の
刊
行
へ
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
先
述
の
通
り
そ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
当
時
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
『
下
総
名
勝
図
絵』
は
、『
房
総
叢
書』
に
採
ら
れ
、
川
名
登
氏
に
よ
り
整
備
・
出
版
さ
れ
、
現
代
に
至
る
ま
で
地
域
史
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
構
成
す
る
『
慕
香
和
歌
集』
や
『
波
布
里
集』
は
当
時
板
行
さ
れ
な
が
ら
も
、｢
地
域｣
の
記
憶
を
と
ど
め
る
書
物
と
し
て
現
代
に
共
有
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
、『
波
布
里
集』
の
板
木
は
東
漸
寺
に
保
管
さ
れ
、
大
正
三
年
(
一
九
一
四)
に
は
海
上
胤
平
・
平
塚
義
平
に
よ
り
再
版
さ
れ
、
平
成
四
年(
一
九
九
二)
に
も
旭
市
・
東
漸
寺
(
伊
藤
尭
昌
住
職)
に
よ
り
三
版
が
板
行
さ
れ
、
地
域
で
大
切
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
義
昌
二
百
五
十
年
忌
と
下
総
・
網
戸
と
い
う
｢
地
域｣
の
記
憶
を
結
び
付
け
る
に
は
、
叙
上
の
出
版
物
お
よ
び
そ
れ
を
め
ぐ
る
〈
歴
史
〉
を
語
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
に
は
義
昌
二
百
五
十
年
忌
の
｢
物
語｣
は
語
ら
れ
ず
、
木
曾
義
昌
墓
所
(
東
漸
寺)
と
い
う
空
間
と
｢
旭｣
と
い
う
自
治
体
名
の
起
源
―
次
節
の
野
々
口
隆
正
の
和
歌
―
が
歴
史
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
五
地
域
の
現
在
を
語
る
〈
歴
史
〉
―
野
々
口(
大
国)
隆
正
の
和
歌
―
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四)
三
月
、
木
曾
氏
の
末
裔
・
葦
原
検
校
義
長
が
施
主
と
な
っ
て
営
ま
れ
た
｢
木
曾
義
昌
二
百
五
十
年
忌｣
の
舞
台
と
な
っ
た
、
下
総
の
網
戸
村
は
、
明
治
二
十
二
年
(
一
八
八
九)
の
町
村
制
施
行
に
伴
い
、
成
田
・
十
日
市
場
・
太
田
の
三
村
を
併
せ
て
｢
旭
町｣
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
｢
旭
市｣
に
遡
る
、
こ
の
｢
旭
町｣
と
い
う
町
名
は
、
野
々
口
(
大
国)
隆
正
が
東
漸
寺
に
寄
せ
た
( )
以
下
の
和
歌
に
因
ん
だ
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
殿
玉
山
な
る
木
曾
の
き
み
の
お
く
つ
き
に
／
ま
ゐ
り
て
信
濃
よ
り
い
づ
る
旭
を
し
た
ひ
／
き
て
東
の
国
に
／
あ
と
と
ど
め
け
む
『
旭
市
史
( )』
で
は
、
郷
土
史
家
・
故
秋
葉
誠
氏
の
｢
網
戸
誌｣
(
未
見)
を
参
照
し
て
、
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二)
に
隆
正
が
東
漸
寺
を
訪
ね
、
嘉
永
七
年
(
一
八
五
四)
十
二
月
に
右
の
歌
を
詠
じ
た
と
記
し
て
い
る
。
詞
書
は
、
東
漸
寺
で
没
し
｢
東
漸
寺
殿
玉
山
徹
公
大
居
士｣
の
法
名
を
与
え
ら
れ
た
義
昌
墓
参
に
際
し
て
詠
ま
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
。｢
信
濃
よ
り
い
づ
る
旭｣
と
は
、
直
接
に
は
義
昌
を
指
す
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
も
｢
旭
将
軍
( )｣
木
曾
義
仲
の
存
在
を
重
ね
て
詠
ま
れ
た
と
解
さ
れ
よ
う
。
木
曾
義
昌
個
人
の
み
を
偲
ん
だ
詠
歌
で
な
い
と
す
れ
ば
、
本
論
で
辿
っ
て
き
た
義
昌
二
百
五
十
年
忌
や
― ―
         
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
文
化
活
動
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
大
国
隆
正
( )
(
一
七
九
二
―
一
八
七
一)
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
国
学
者
で
、
文
化
四
年
(
一
八
〇
七)
に
平
田
篤
胤
に
出
会
い
、
村
田
春
門
の
弟
子
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
『
門
人
姓
名
録』
に
基
づ
き
平
田
篤
胤
門
下
と
さ
れ
て
い
た
が
、
隆
正
自
身
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
記
載
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
本
人
が
気
付
い
た
の
は
安
政
四
年
(
一
八
五
七)
で
あ
っ
た
(『
学
統
辯
論』)
。
先
の
嘉
永
五
年
に
隆
正
が
東
漸
寺
を
訪
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
主
要
伝
記
研
究
に
確
認
で
き
な
い
が
、
同
年
十
月
十
九
日
か
ら
津
和
野
藩
邸
ほ
か
江
戸
に
百
日
間
程
度
に
滞
在
し
て
お
り
(｢
津
和
野
藩
士
奉
公
事
跡｣)
、
こ
の
間
に
下
総
に
足
を
伸
ば
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
現
段
階
に
お
い
て
、
隆
正
の
東
漸
寺
来
訪
と
詠
歌
奉
納
の
実
態
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
下
総
国
学
の
宮
負
定
雄
の
存
在
(
気
吹
舎
か
ら
見
れ
ば
同
門)
、
和
歌
へ
の
関
心
か
ら
『
慕
香
和
歌
集』
に
触
れ
た
可
能
性
、
玉 
神
社
(
飯
岡)
参
詣
( )
の
痕
跡
な
ど
か
ら
、
義
昌
二
百
五
十
年
忌
と
そ
の
周
辺
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
得
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
東
漸
寺
に
詠
歌
を
寄
せ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
資
料
調
査
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
最
後
に
、
隆
正
の
木
曾
義
仲
へ
の
思
い
あ
る
い
は
軍
記
物
語
へ
の
関
心
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
た
と
え
ば
、
幕
末
混
乱
期
に
あ
っ
た
文
久
二
年
(
一
八
六
二)
の『
尊
皇
攘
夷
異
説
辨』
に
お
い
て
は
、
薩
長
二
侯
を｢
頼
朝
卿
・
広
元
主
の
子
孫｣
と
し
て
、
武
家
の
歴
史
的
意
義
を
説
き
、
そ
の
功
を
論
じ
て
お
り
、
こ
う
し
た
知
識
の
底
流
に
｢
軍
記
の
記
憶｣
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
軍
記
を
論
じ
た
著
作
に
『
源
平
交
戦
図
賛』
(
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵)
が
あ
る
。
天
文
年
中
に
土
佐
光
元
(
光
信
孫)
が
描
い
た
画
五
十
五
枚
に
そ
れ
ぞ
れ
解
説
を
加
え
た
も
の
で
、
隆
正
の
『
平
家
物
語』
(
源
平
盛
衰
記)
へ
の
造
詣
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
隆
正
の
歌
集
( )
『
眞
爾
園
翁
歌
集』
巻
六
・
雑
部
一
で
は
、
軍
記
に
登
場
す
る
史
上
の
人
物
を
詠
ん
だ
歌
が
並
び
、｢
木
曾
義
仲｣
を
｢
い
か
に
し
て
粟
津
の
風
に
や
ぶ
れ
け
む
ぬ
き
弱
か
ら
ぬ
木
曾
の
麻
衣｣
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
先
の
宮
負
定
雄
の
著
作
『
奇
談
雑
史』
の
『
源
平
盛
衰
記』
依
拠
と
同
様
、
幕
末
国
学
者
に
よ
る
｢
軍
記
の
記
憶｣
と
〈
歴
史
〉
の
問
題
が
浮
上
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
問
題
も
別
に
考
え
た
い
。
六
お
わ
り
に
論
題
に
掲
げ
た
｢
葦
原
検
校
の
営
み｣
と
は
、『
平
家
物
語』
(
源
平
盛
衰
記)
に
伝
記
情
報
の
多
く
を
有
す
る
木
曾
義
仲
の
系
譜
の
末
に
、
自
身
の
存
在
を
一
族
追
善
の
営
み
―
｢
朝
日
将
軍
木
曾
源
公
遺
跡
之
碑｣
か
ら
下
総
東
漸
寺
・
義
昌
二
百
五
十
年
忌
―
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
時
代
を
超
え
、
空
間
的
に
も
多
く
の
人
々
に
共
有
さ
れ
た
〈
歴
史
〉
に
自
身
を
連
ね
よ
う
と
し
た
営
み
と
も
換
言
で
き
る
。
そ
し
て
、｢
宮
負
定
雄
の
営
み｣
と
は
、
そ
う
し
た
葦
原
検
校
の
営
み
を
理
解
し
つ
つ
、
自
ら
が
身
を
置
く
地
域
の
｢
記
憶｣
を
江
戸
(
中
心)
に
向
け
て
創
造
し
つ
つ
(『
下
総
名
勝
図
絵』)
、
地
域
で
共
有
で
き
る
よ
う
形
に
し
た
(『
波
布
里
集』)
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
の
｢
旭
市｣
の
自
治
体
名
由
来
と
さ
れ
て
い
る
大
国
隆
正
の
和
歌
は
、
右
の
二
人
の
営
み
か
ら
地
続
き
の
〈
歴
史
〉
と
し
て
語
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
葦
原
検
校
の
伝
記
研
究
は
医
学
史
研
究
で
、
宮
負
定
雄
の
研
究
は
国
学
研
究
で
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
史
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
木
曾
義
昌
二
百
五
十
年
忌
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
の
成
果
を
、
連
続
し
た
地
域
の
〈
歴
史
〉
と
し
て
語
る
可
能
性
を
模
索
し
て
き
た
。
― ―
         
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、
ひ
と
ま
ず
擱
く
こ
と
と
し
た
い
。
【
使
用
本
文
】
『
源
平
盛
衰
記』
…
美
濃
部
重
克
・
榊
原
千
鶴
校
注
『
源
平
盛
衰
記
(
六)』
三
弥
井
書
店
二
〇
〇
一
／
『
鍼
道
發
秘』
無
刊
記
[
天
保
二
年
序
、
天
保
五
年
跋]
(
千
葉
大
学
附
属
図
書
館
亥
鼻
分
館
古
医
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)
／
『
甲
子
夜
話』
…
中
村
幸
彦
・
中
野
三
敏
校
訂
『
甲
子
夜
話
三
篇
５』
東
洋
文
庫
423
、
平
凡
社
一
九
八
三
／
『
下
総
名
勝
図
絵』
…
川
名
登
編
『
宮
負
定
雄
下
総
名
勝
図
絵』
国
書
刊
行
会
一
九
九
〇
／『
波
布
里
集』
…
宮
負
定
雄
『
波
布
里
集』
東
漸
寺
蔵
版
、
海
上
胤
平
・
平
塚
義
平
一
九
一
四
(
私
蔵)
／
『
慕
香
和
歌
集』
宮
越
堂
蔵
版
、
天
保
一
五
年
(
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
[
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
笹
部
新
太
郎
桜
資
料])
【
参
考
文
献
】
旭
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
旭
市
史
第
一
巻
通
史
編
・
近
代
史
料
編』
旭
市
役
所
一
九
八
〇
／
同
『
旭
市
史
第
二
巻
近
世
北
部
史
料
編』
旭
市
役
所
一
九
七
三
／
『
奇
談
雑
史』
(
佐
藤
正
英
・
武
田
由
紀
子
校
訂
・
注
『
奇
談
雑
史』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
二
〇
一
〇)
／
芳
賀
登
ほ
か
校
注
『
平
田
篤
胤
伴
信
友
大
國
隆
正』
日
本
思
想
大
系
50
、
岩
波
書
店
一
九
七
三
【
注
】
(
１)
中
河
督
裕
・
吉
村
裕
美
編
『
高
等
学
校
の
国
語
教
科
書
は
何
を
扱
っ
て
い
る
の
か
国
語
教
科
書
教
材
一
覧
平
成
12
年
度
用』
京
都
書
房
二
〇
〇
〇
(
２)
拙
稿
｢
英
雄
論
の
な
か
の
木
曾
義
仲｣
(
鈴
木
彰
・
樋
口
州
男
・
松
井
吉
昭
編
『
木
曾
義
仲
の
す
べ
て』
新
人
物
往
来
社
二
〇
〇
八)
(
３)
須
藤
敬
編
｢
二
〇
一
六
年
度
中
学
校
・
高
等
学
校
国
語
教
科
書
採
録
中
世
文
学
作
品
一
覧｣
(
松
尾
葦
江
編
『
と
も
に
読
む
古
典
中
世
文
学
編』
笠
間
書
院
二
〇
一
七)
に
よ
れ
ば
、
高
等
学
校
国
語
教
科
書
(
国
語
総
合
二
三
種
、
古
典
Ａ
七
種
、
古
典
Ｂ
一
七
種)
計
四
七
冊
を
調
査
対
象
と
し
、
四
〇
冊
が
｢
木
曾
の
最
期｣
を
採
用
し
て
い
る
。
(
４)
引
用
は
、
春
日
賢
一
『
木
曾
義
仲』
信
濃
郷
土
叢
書
四
、
信
濃
郷
土
文
化
普
及
会
一
九
二
九
。
他
に
田
屋
久
夫
『
木
曾
義
仲
―
そ
の
生
涯
と
秘
め
ら
れ
た
真
相
―』
一
九
九
二
等
も
義
仲
擁
護
の
論
調
を
継
承
す
る
。
(
５)
黒
石
陽
子
｢
人
形
浄
瑠
璃
と
近
世
軍
書｣
(『
江
戸
文
学』
四
一
号
、
二
〇
〇
九
・
一
一)
(
６)
鈴
木
彰
｢
近
世
・
近
代
の
木
曾
義
仲
―
『
義
仲
勲
功
図
会』
か
ら
『
木
曾
義
仲
勲
功
記』
へ｣
(『
木
曾
義
仲
の
す
べ
て』
新
人
物
往
来
社
二
〇
〇
八)
(
７)
町
泉
寿
郎
・
小
曽
戸
洋
・
石
野
尚
吾
｢
葦
原
検
校
の
事
跡
と
系
譜｣
(『
日
本
東
洋
醫
學
雑
誌』
五
一
巻
六
号
、
二
〇
〇
一
・
五)
／
横
田
観
風
｢
葦
原
検
校
に
つ
い
て
―
検
校
の
系
譜
、
そ
の
末
裔
―｣
(『
医
道
の
日
本』
五
三
巻
七
号
、
一
九
九
四
・
七)
／
町
泉
寿
郎
｢
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
(
156)
葦
原
検
校
の
事
跡｣
(『
漢
方
の
臨
床』
四
八
巻
六
号
、
二
〇
〇
一
・
六)
／
大
浦
宏
勝
｢
葦
原
検
校
の
足
跡｣
(『
日
本
医
史
学
雑
誌』
五
一
巻
一
号
、
二
〇
〇
五
・
三)
等
が
あ
る
が
、
以
上
の
一
部
は
横
田
観
風
『
新
版
鍼
道
発
秘
講
義』
日
本
の
医
学
社
二
〇
〇
六
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
(
８)
【
使
用
本
文
】『
宮
負
定
雄
下
総
名
勝
図
絵』
を
用
い
た
。
(
９)
こ
の
称
は
、
伊
東
多
三
郎
の
研
究
(『
草
莽
の
国
学』
羽
田
書
店
一
―  ―
         
九
四
五
等)
よ
り
普
及
。
(
10)
宮
負
定
雄
の
伝
記
は
主
と
し
て
川
名
登
の
研
究
(『
宮
負
定
雄
下
総
名
勝
図
絵』
『
旭
市
史
第
二
巻』)
に
拠
っ
た
。
(
11)
『
宮
負
定
雄
下
総
名
勝
図
絵』
四
一
〇
頁
。
(
12)
書
名
は
、
俳
人
・
鈴
木
松
什
の
跋
文
に
｢
信
濃
路
に
有
り
と
聞
風
の
祝
と
云
も
の
は
木
曽
路
の
花
に
風
を
い
と
ひ
て
の
お
こ
な
ひ
な
る
よ
し
し
か
ら
ん
に
は
此
標
題
を
風
の
は
ふ
り
と
も
名
ず
く
べ
け
れ
ど
も
略
し
て
は
は
ふ
り
集
と
も
呼
ぶ
べ
し｣
と
あ
る
の
に
由
来
す
る
。
(
13)
【
参
考
文
献
】
掲
出
の
『
奇
談
雑
史』
｢
解
説｣
に
よ
る
。
(
14)
巻
一
・
１
｢
飛
び
梅
の
事｣
、
巻
一
・
２
｢
平
判
官
康
頼
が
歌
の
事｣
、
巻
四
・
19
｢
山
陰
中
納
言
の
事｣
、
巻
七
・
１
｢
待
宵
侍
従
并
優
蔵
人
が
歌
の
事｣
、
巻
七
・
２
｢
平
忠
盛
が
歌
の
事｣
、
巻
八
・
１
｢
源
三
位
頼
政
が
歌
の
事｣
、
巻
九
・
１
｢
平
家
の
一
族
宇
佐
の
宮
参
籠
の
事｣
、
巻
十
・
８
｢
枯
れ
桜
の
事｣
が
『
源
平
盛
衰
記』
に
依
拠
す
る
。
(
16)
【
参
考
文
献
】『
旭
市
史
第
二
巻』
八
三
五
頁
。
(
17)
『
大
日
本
近
世
史
料
市
中
取
締
類
集
十
九』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
東
京
大
學
出
版
會
一
九
九
〇
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
併
せ
て
確
認
し
た
。
(
18)
【
注
】(
11)
に
同
じ
。
(
19)
向
山
源
大
夫
(
誠
齋)
『
蠧
餘
一
得』
(『
新
令
句
解
蠧
餘
一
得
(
一)』
内
閣
文
庫
所
藏
史
籍
叢
刊
第
３
巻
、
汲
古
書
院
一
九
八
一)
で
、
篤
胤
著
作
を
｢
世
の
妨
人
之
害｣
と
批
難
し
て
い
る
。
発
刊
禁
止
に
つ
い
て
は
『
千
葉
県
の
歴
史
通
史
編
近
世
２』
千
葉
県
二
〇
〇
八
、
九
八
〇
頁
に
指
摘
。
(
20)
【
参
考
文
献
】『
旭
市
史
第
二
巻』
八
七
九
―
八
八
一
頁
。
(
21)
【
注
】(
７)
大
浦
宏
勝
｢
葦
原
検
校
の
足
跡｣
を
参
照
。
同
氏
が
伝
記
史
料
と
し
て
用
い
た
『
木
曽
氏
家
禄』
は
群
馬
県
渋
川
市
の
木
曽
氏
末
裔
の
所
蔵
で
、
群
馬
県
立
文
書
館
を
通
じ
調
査
依
頼
を
お
こ
な
っ
た
が
、
所
蔵
者
の
事
情
に
よ
り
調
査
で
き
な
か
っ
た
。
他
日
を
期
し
た
い
。
(
22)
東
漸
寺
蔵
の
軸
装
直
筆
の
も
の
。
旭
の
風
土
と
文
化
編
集
委
員
会
編
『
旭
の
風
土
と
文
化』
旭
市
一
九
九
三
。
(
23)
【
参
考
文
献
】
『
旭
市
史
第
二
巻』
三
頁
。
(
24)
た
と
え
ば
『
波
布
里
集』
の
巻
頭
言
は
｢
旭
将
軍｣
の
題
の
漢
文
で
、
義
仲
を
語
る
。
書
家
・
萩
原
秋
巌
(
一
八
〇
三
〜
七
七)
に
よ
る
も
の
。
(
25)
大
国
隆
正
の
伝
記
は
、【
参
考
文
献
】『
平
田
篤
胤
伴
信
友
大
國
隆
正』
の
芳
賀
登
｢
大
国
隆
正
の
学
問
と
思
想
―
そ
の
社
会
的
機
能
を
中
心
と
し
て
―｣
お
よ
び
松
浦
光
修
｢
大
国
隆
正
の
思
想
と
生
涯｣
(『
増
補
大
国
隆
正
全
集
第
八
巻
補
遺』
国
書
刊
行
会
二
〇
〇
一)
を
参
照
。
(
26)
神
原
靖
夫
編
『
飯
岡
郷
土
読
本
第
二
輯』
玉
之
浦
神
社
、
二
〇
〇
八
に
よ
れ
ば
、
隆
正
は
嘉
永
二
年
に
｢
通
蓮
坊｣
を
詠
ん
で
、
玉
之
浦
神
社
(
玉 
神
社)
に
次
の
和
歌
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
通
連
坊
は
雅
訓
な
ら
ず
あ
ら
た
め
て
通
連
洞
と
や
い
ひ
て
ま
し
み
く
に
こ
と
ば
に
な
ほ
し
て
つ
ら
な
み
の
い
そ
と
て
も
い
は
ま
ほ
し
け
れ
つ
ら
つ
ら
に
み
れ
ど
も
あ
ら
ず
み
つ
し
ほ
の
い
り
て
は
か
へ
る
つ
ら
な
み
の
い
そ
隆
正
(
27)
『
校
註
国
歌
大
系
第
二
十
巻
明
治
初
期
諸
家
集』
国
民
図
書
株
式
会
社
編
、(
復
刻
版)
講
談
社
一
九
七
六
【
付
記
】
本
稿
は
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
二
〇
一
八
年
度
大
会
(
八
月
二
四
日
、
於
・
立
教
大
学)
で
の
発
表
に
基
づ
く
。
本
研
究
は
二
〇
一
〇
年
か
―  ―
         
ら
着
手
し
て
お
り
、
小
さ
な
研
究
会
や
講
座
等
で
テ
ー
マ
報
告
・
中
間
報
告
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
こ
の
間
、
有
益
な
助
言
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
現
地
調
査
に
お
い
て
貴
重
な
平
成
版
の
『
波
布
里
集』
を
お
頒
け
い
た
だ
い
た
旭
市
東
漸
寺
、
資
料
閲
覧
に
ご
配
慮
い
た
だ
い
た
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
群
馬
県
立
文
書
館
、
渋
川
市
北
橘
歴
史
資
料
館
、
千
葉
大
学
附
属
図
書
館
亥
鼻
分
館
等
の
所
蔵
機
関
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
研
究
はJSP
S
科
研
費
18K
00275
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
(
く
ぼ
・
い
さ
む
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院)
―  ―
         
